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研究成果の概要（和文）：依存症／アディクションとは、ある行動をやめたくてもやめられなくなる状態のこと
であり、物質への依存（アルコールや薬物）、行動への依存（ギャンブル）等がある。これらは主に医療の対象
とされ、治療のための研究・実践が積み重ねられてきた。社会を視野に収めた依存問題の研究は看過されがちで
あるが、依存問題の諸相は時代とともに変化しており社会環境との関係は強いため、現状の丹念な調査・研究、
依存問題が生み出される社会的背景の解明、予防・支援に寄与しうる研究への社会的要請は高い。こうした背景
から、摂食障害と薬物依存を中心とし、依存問題をとりまく社会環境を考察した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we considered addictions from sociological perspectives.  
Firstly, we aimed narratives about recovery from addictions in this society. Secondly, we considered
 12-step groups through a survey at DARC (Drug Addict Rehabilitation Centers), which are self-help 
institutions of drug addicts.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 依存症／アディクションとは、ある行動を
やめたくてもやめられなくなる状態のこと
であり、物質への依存（アルコールや薬物）、
行動への依存（ギャンブル）等がある。これ
らは主に医療の対象とされ、治療のための研
究・実践が積み重ねられてきた。これに対し
て、社会を視野に収めた依存問題の研究は看
過されがちであるが、依存問題の諸相は時代
とともに変化しており社会環境との関係は
強い。現状の丹念な調査・研究、依存問題が
生み出される社会的背景の解明、予防・支援
に寄与しうる研究への社会的要請は高い。こ
うした背景から、摂食障害と薬物依存を中心
とし、依存問題をとりまく社会環境を考察に
着手した。 
  
２．研究の目的 
本研究では、依存問題をめぐる社会環境を

明らかにすることを目的とし、そのために３
つの課題に取り組み、次の成果を得た。 
第１に、依存症への回復支援や治療方法が

有する回復観を明らかにし、それらを社会シ
ステムとの関係でとらえ直した。 
第２に、依存問題の語られ方を考察するこ

とで、この社会のなかでの依存問題の理解の
されかたを明らかにした。 
第３に、依存症からの回復支援の共同体と

して世界的に普及している 12 ステップ・グ
ループは、単なる依存症からの回復のための
共同体なのではなく、現代資本主義社会の原
理とは異なる原理に基づいた、独自の組織で
あることを明らかにした。 
当初は、特に女性に焦点を当てて女性の依

存問題を考察する予定であったが、調査を進
めるなかで、まずは、広く依存症をめぐる社
会環境全般の考察を優先した。しかし、女性
の依存問題と男性の依存問題にはジェンダ
ー構造が関与しており、両者には違いがあり、
これについては今後の課題としたい。 

 
３．研究の方法 
各研究課題に応じて、文献研究、依存症か

らの回復支援施設（DARC：Drag Addiction 
Rehabilitation Center）での参与観察、ダル
クの入寮者・スタッフへのインタビュー調査
を行った。ダルクについては、主に、X ダル
ク、Y ダルクの二か所を中心にフィールドワ
ークを行った。 
 
４．研究成果 
依存症からの回復に関して、当事者たちも

セルフヘルプ・グループを作りサポート活動
を展開してきたが、専門家主導の治療も当事
者主導の支援も、それぞれ独自の「ストーリ
ー」を有している。人々に困難として経験さ
れている事象を特定の形で問題化したり、そ
こからの回復を特定の方向に水路づけてい
く言説・実践を総称してストーリーと呼びた
いが、摂食障害や薬物依存をめぐるストーリ

ーは問題の性質、回復の方向性、回復後の生
き方や人々の自己イメージ等を規定してい
た。個々人は、病気カテゴリーを引き受けた
り、望ましい自己を目指して自己統治する際
に、さまざまなストーリーを参照していた。 
そして、大きく分けた場合、依存問題の領

域には、回復の方向性が二つあることがわか
った。それは、今の社会への適応を目標にす
るもの（認知行動療法など）と、今の社会シ
ステムそのものが依存を生んでいるとして、
現行の社会への適応を目指さないもの（12 ス
テップ・プログラムなど）の二つである。回
復をめぐって、いわば全く逆の方向性が示さ
れているのだ。そして、どちらの回復を目指
すかによって、支援の仕方も、支援の受け方
も、回復の方向性も、回復後の生活の送り方
も、社会との関わり方も大きく変わる[主と
して雑誌論文③・④]。 
さらに、それぞれの回復モデルの根底には、

現在の社会システムを肯定するか否定する
かという、社会に対する価値規範が組み込ま
れていることを明らかにした。つまり、依存
からの回復のストーリーは、個人の問題の解
決の水準に留まらず、どのような社会を志向
するかについてのストーリーでもあった。そ
して、依存症からの回復のための共同体であ
る 12 ステップ・グループは、現代社会の価
値観とは異なる価値観に根差した独自の組
織であることを明らかにした[主として雑誌
論文②]。ここからは、現代の資本主義社会
でよしとされる価値観が依存問題を生んで
いる側面が推察できた。今後は、本研究から
現代社会論へと考察を展開していきたい。 
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